
３平成26年（2014）6月

主 な 事 業

⑴ より安全で良質な水づくり
　●鉛管解消事業
　　 　鉛を使用している給水管について計
画的に取替工事を実施し、平成27年度
までに解消を図ります。

⑵ 災害や事故に備えた強靭な水道
づくり

　●水道施設耐震化事業
　　 　災害時に重要となる、災害拠点病院
などの重要給水施設への供給管路や基
幹管路のほか、浄水場から直接送水さ
れる配水池の耐震化を図ります。

⑶ 安定した水の供給体制の確保
　●大口径老朽管リフレッシュ事業
　　 　強度的に弱い昭和46年以前に布設
した大口径管路の更新を行い、水道水
の安定的な供給確保を図ります。

　●配水池等統廃合事業
　　 　将来の水需要を考慮し、更新費用の
削減と維持管理の省力化を図るため、
配水池等の統廃合を行います。

⑷その他の取組み
　●箱根地区水道事業包括委託事業
　　 　民間事業者の水道事業運営の実績づ
くりやノウハウの習得のため、平成26
年４月から箱根水道営業所の包括委託
業務を開始しました。

　県営水道では、東日本大震災の教訓による災害対策の見直し等、経営環境の変化を踏まえ、将来
にわたって、安全で良質な水の安定的な供給を持続していくため、30年程度先の将来を展望しつ
つ、今後5年間の具体的な取組と目標を明確にし、「神奈川県営水道経営計画」を改定しました。
　平成26年度は新たな経営計画の下、鉛管の解消、水道施設の耐震化や大口径老朽管などの更新
に計画的に取り組みます。
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職員費 18円

修繕費 17円

受水費 47円

合 計 188円

減価償却費 39円

支払利息 10円

特別損失 19円

その他支出 33円
動力費 5円

（神奈川県内広域水道
企業団から浄水処理を
した水を買う費用）

（長期利用する施設の
１年毎の価値の減少分
を費用化したもの）
（地方公営企業会計制
度の基準の見直しに伴
う費用） 
（水道施設等の修理費） 

（水道施設をつくるた
めに借り入れたお金の
利息）

（浄水場などを運転す
るための電気代） 

上記単価は、
支出予算額を送水量（3億4,907万余㎥）で除した額

参考 １㎥の水道水に係る費用の内訳
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水道料金 152円

合 計 185円

その他収入 20円

水道利用加入金 6円
特別利益 ７円

（お客さまからいただ
いた水道料金収入）

（お客さまの水道管の新設
や増径時にいただく収入）

上記単価は、
収入予算額を送水量（3億4,907万余㎥）で除した額

参考 水道水１㎥あたりの収入の内訳

収益的
収　支

水道水をつくり、ご家庭にお届けするための
経費とその財源

資本的
収　支

水道施設をつくるために
要する経費とその財源 ※金額は税込

水道料金 
531億7,100万円
お客さまからいただく
水道料金収入

企業債等 70億円
企業債などの借入金

その他収入 
1億7,300万円

補塡財源
182億9,500万円
現金支出を伴わない
減価償却費などによる
内部留保資金等で補塡

受水費
163億2,000万円
神奈川県内広域水道企業団から
浄水処理をした水を買う費用

減価償却費
136億7,300万円
長期利用する施設の１年毎の
価値の減少分を費用化したもの

特別損失
66億4,200万円
地方公営企業会計制度の
基準の見直しに伴う費用

修繕費
58億5,100万円
水道施設等の修理費
支払利息
36億4,300万円
水道施設をつくるために
借り入れたお金の利息
動力費
18億6,500万円
浄水場などを運転
するための電気代 その他支出

3,800万円

企業債等償還金
119億1,200万円
水道施設をつくるために
借り入れたお金の元金を
返済する経費

建設改良費
135億1,800万円
水道施設を建設したり、
老朽化した施設を
更新するための経費

その他支出
113億9,000万円

職員費
63億4,800万円

水道利用加入金
20億6,500万円
お客さまの水道管の新設
や増径時にいただく収入

特別利益
24億3,600万円
その他収入
71億4,200万円

当年度欠損金
18億7,600万円

消費税資本的
収支調整額
9億5,800万円

収入
648億
1,400万円

支出
657億

3,200万円

（円） （円）

収入
71億
7,300万円支出

254億
6,800万円

　人と水とのふれあい、水が写った美しい景色など、私たち
の身近でも素晴らしい風景があります。そんな風景を写真
にしてご応募ください。
※ 撮影対象地域は、県営水道の給水区域内と県内の水源地域（海を除
く。）です。
応募条件
● 神奈川県営水道給水区域内で撮影したもので水が写って
いるもの、または県内の水源である河川やダム・湖（相模
川・酒匂川及びその支流、相模湖、丹沢湖、宮ヶ瀬ダム等）
が写っているもの。

● 平成25年7月1日以降に応募者本人が撮影した未発表の
写真。他のコンテスト等に応募されたものは不可。

● フィルム、デジタルの両方可。写真は２Ｌサイズ
（127mm×178mm程度）、カラープリント、単写真（１
枚でテーマが完結する写真）。意図的な合成や削除した
ものは不可。（暗室作業での合成や特殊効果も不可。）ト
リミング、コントラスト、カラーバランス等の画像調整
は可。

応募先・問合せ　〒231-8588　県企業庁経営課管理広
報グループ「水のある風景写真コンテスト」係
蕕045-210-7215
応募にあたっての注意事項　1人何点でも応募可／応募作
品の使用権は主催者に帰属します。／被写体に人物が含
まれる場合、主催者は肖像権の侵害等の責任は負いません。
／応募作品の返却不可／応募作品は、企業庁の広報用とし
て利用することがあります。また、その際、作品の原版（ネ
ガ、ポジフィルム、データ）を提出していただくことがあり
ます。／応募の条件に違反した場合は、入賞を取り消すこ
とがあります。
応募期間　平成26年6月1日（日）～8月31日（日）
応募方法　右の応募票（コピーして使ってください。同内容
なら自作可。）に記入の上、応募作品1枚ごとに裏面に貼り
つけ、送付してください。
表彰等　最優秀賞１点、優秀賞１点、優良賞５点、佳作５点
を選出し、入賞者に賞状及び副賞を贈呈します。入賞者へは
直接通知するほか、企業庁のホームページで発表します。

平成26年度「水のある風景」写真コンテスト応募票

撮
影
デ
ー
タ

題名

撮影年月日 平 成　　 年　　 月　　 日

撮影場所
（市町村名　　　　　　　　）

作品
コメント

（フリガナ）
氏　　名

住　　所
〒

電話番号
※受付番号

（主催者記入欄）

水のある風景写真コンテスト作品募集

平成26年度予算平成26年度予算からから、県営水道、県営水道のの主な取組主な取組をを紹介します紹介します

平成26年度予算における「会計基準見直し」の影響について
　昭和27年に地方公営企業法とともにスタートした地方公営企業会
計については、経営状態の透明性及び民間の企業会計制度との整合性
を図る観点等から、会計基準について、昭和41年以来の全面的な見直
しが行われ、平成26年度の予算から適用されました。

　この結果、平成26年度予算については、新しい会計基準に基づき引
当金等の処理を一括で行うこととしたことなどにより、約18億円の赤
字（当年度欠損金）となっていますが、過去からの繰越利益剰余金等で
解消する予定であり、今後の経営への影響はありません。


